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聖書：エペソ人への手紙1章15〜23節 
説教：キリストのからだである教会 

はじめに 
　手紙を書くとき、どんなことをどんな順番で書
くか。おおよそ頭に描いてから書き出します。パウ
ロもそうでした。まず最初はあいさつと自己紹介
で始める。二番目に聖書の基本的な教理を書く。
そして三つ目は具体的な適用を語る。パウロの手
紙はいつもそんな順番になっています。今日見てい
くところは基本教理の最初の部分になります。前回
は「キリストにあって」という聖句に目を留めな
がら、キリストの血による罪の赦し、御国を相続
すること、そして私たちのうちに住んでくださる聖
霊の働きを見てまいりました。神の側から私たち
罪人に対してという視点です。では、いつも神から
私たちという一方的な流れなのかというとそうで
はない。反対の方向がある。すなわち私たちの側
から神の方に向けてという方向です。結論から言え
ば、私たちがキリストのからだをつくり上げてい
く働きです。いったいそれはどううことか。ともに
見てまいります。 

１　心の目がはっきり見えるように 
１）神の召しによって与えられる望み 
　パウロはエペソ教会のために、17、18節で「神
を知るための知恵と啓示の御霊が与えられて」、
「心の目がはっきり見えるように」と祈っていま
す。いったいなにが見えるかということで三つ挙げ
ています。その一つ目が18節です。「神の召しに
より与えられる望みがどのようなものか、（心の目
で見えるように）。」 
　私たちは神から呼ばれてイエス・キリストの十字
架のもとに来て、そこで罪の赦しによる救いをい
ただきました。しかしいただいたのはそれだけで
はない、もうひとつ「望み」もいただくことに
なった。この「救い」と「望み」ですが、救いは、
地上に住む私たちへ神が天から送ってくださっ
た、上から下への方向がある。ところが「望み」
は、私たちが下から上へ、神に向かってあこがれて
いく。「救い」とは反対の方向になります。 
　でもどうでしょうか。「望み」というのは、必
ずそのとおりになると信じられれば「望み」です
が、なかなかそうはいかない。「望みをいただい
ている」と言われても「本当だろうか」と疑うこ
とが多い。どうしたらよいのか。パロは、「心の
目がはっきりと見えるように」なれば望みがよく

わかるようになると言っている。ではどうしたら
心の目がはっきり見えるようになるのか。それが
次の問題になります。このことはまた後で触れるこ
とにしましょう。 

２）聖徒たちが受け継ぐもの 
　「心の目」で見るものの二つ目。「聖徒たちが
受け継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、
（心の目で見えるように）。」 
　14節の「聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの
保証です」とあって、これと結びついています。聖
徒たちが受け継ぐ御国がどれほど栄光に富んだも
のか、そのことが心の目でよく見えるにように、
という内容です。でもこれも問題になる。私は牧師
としてまことに恥ずかしいのですが、御国のすばら
しさをわかっているとはとても言えません。心の
目にも視力検査というものがあるなら、私の場合
は、あ視力検査の表の一番上の記号でさえほとん
ど見えないほど悪い。いったいどうしたらいいの
か。 

３）神のすぐれた力 
　「心の目」で何を見るか。その三つ目。19節。
「また、神の大能の力の働きによって私たち信じ
る者に働く神のすぐれた力が、どれほど偉大なも
のであるかを、知ることができますように。」 
　私たちがもし本当に疑わずに神を信じる事がで
きるなら、神のすぐれた力が働くというのです。け
れども、神への望みもおぼつかないし、御国の栄
光もよくわからない。そんな状態ですから、私に
神の偉大な力が働くのくとは信じられない。どう
したらよいのか。 
　ということで、いま、心の目で見ることについ
て三つのことを挙げましたが、結局「では、心の
目を開くためにはどうしたらよいのか」、そこに
行き着きます。 

２　キリスト によって目が開かれていく 
１）死者の中からよみがえらせた 
　そこでパウロは、ヒントを書いている。20節。
「この大能の力を神はキリストのうちに働かせ
て、キリストを死者の中からよみがえらせた。」 
　言いたいことはこういうことです。神の大能の力
がよく分からないのなら、ではキリストを見なさ



い。キリスト十字架で死なれ、墓に葬られたけれ
ど、そこからよみがえられたのはどうしてか。父な
る神の大能の力が働いたから。だからキリスト
は、よみがえることができた。 
　私はかつてこのことを誤解しておりました。大切
なことですので、改めて確認しておきます。「イエ
スが死からよみがえったのは、神だったのだから
当然でしょう。自分の力でよみがえったのだ。」こ
れは間違いです。この方は、いのちはもちろんです
が、神の子としての権威、能力、すべてをお捨てに
なりました。それが十字架なのです。ですからイエ
スはご自分の力でよみがえられたのではありませ
ん。じゃ、どうやって死からよみがえられたのか。
父なる神の大能の力によって、よみがえられまし
た。その大能の力は、キリストだけではなく、実
は私たちにも働かせてくださる。あなたはそのこ
とを信じてよいのだと言っています。 

２）ご自分の右の座に着かせた 
　では、そのよみがえれたイエスは今どこにおられ
て、なにをしているのか。20節の後半から21節。
「天上でご自分の右の座に着かせて、すべての支
配、権威、権力、主権の上に、また、今の世だけ
でなく、次に来る世においても、となえられるすべ
ての名の上に置かれました。」 
　キリストは父なる神の右の座に着いておられま
す。これはいままで何度も聞いてきたこと。でも疑
り深い方はこんな質問するでしょう。「キリスト
が父なる神の右におられると、どうしてわかるの
か。なにか証拠があるのか。」ちゃんと証拠があ
ります。イエスは天に上げられる直前にこう語って
おられた。ルカの福音書24章49節。「見よ。わた
しは、わたしの父が約束されたものをあなたがた
に送りますあなたがたは、いと高き所から力を着
せられるまでは、都にとどまっていなさい。」 
　それから七週間経ってペンテコステの日、大きな
音を聞いて驚いて集まって来た群衆にペテロはこう
説明した。使徒の働き2章33節。「ですから、神の
右に上げられたイエスが、約束された聖霊を御父
から受けて、今あなたがたが目にし、耳にしている
聖霊を注いでくださったのです。」 
　ペンテコステの日、イエスが「わたしは、わた
しの父が約束されたものを送る」と言われたとお
りに、聖霊が父なる神のもとから送られてきまし
た。もしキリストが父なる神の右の座に上らな
かったなら、聖霊は降りません。ところが事実は
聖霊が降った。これによって、キリストが父なる神

とともにすべてのものを御支配しているのだと知る
ことができます。 

３　教会 
１）キリストがかしら 
　ここで少しまとめます。「心の目を開くためには
どうしたらよいか」ということで、パウロは、キ
リストをよみがえらせた神の大能を見なさいと言
いました。キリストはいま父なる神とともにすべて
のものを御支配しておられる。それを見なさい。 
　でも、ピンときません。どれも頭としては「そう
なのかな」とは思いますが、実感がありません。
なにかもっと手で触れられるような、実感できる
ものはないのでしょうか。 
　そこでパウロが取り上げたのが教会です。教会に
は二つの特徴がある。その一つは22節後半。「キ
リストを、すべてのものの上に立つかしらとして教
会に与えられました。」世の人たちから見れば、
教会のかしら、すなわち責任者は牧師だというこ
とになります。しかし本当の教会のかしらは、すべ
てのものを御支配しておられるキリスト。この世界
のすべてを御支配する方をかしらとする教会。こ
れも頭では分かります。でもまだピンときません。 

２）キリストのからだ 
　そこでパウロが最後の奥の手で出してきたのが
23節。「教会はキリストのからだであり、すべて
のものをすべてのもので満たす方が満ちておられる
ところです。」教会のかしらがキリストである。キ
リストは目に見えないので、かしらが見えないのは
仕方がない。では、キリストのからだはいったい
どこにあるの。これも見えないのでしょうか。そ
のことについて4章16節にこう書いてある。「キリ
ストによって、からだ全体は、あらゆる節々を支え
として組み合わされ、つなぎ合わされ、それぞれの
部分がその分に応じて働くことにより成長して、愛
のうちに建てられることになります。」 
　からだは、目や耳、口から始まって、いろいろ
な器官からできています。キリストのからだもこれ
と同じで、皆さんひとり一人がキリストのからだ
を構成する器官なのだというのです。あるひとは目
であり、ある人は耳、またある人は手であった
り、足であったり。それぞれ違う働きをする。い
ろいろな人たちが集まっているのが教会。 

３）組み合わされていく 
　では人が集まれば、自然にキリストのからだが
できあがるのか。ここから大切なポイントをお話



しします。からだの一つ一つの器官はどんなふうに
つながってるでしょうか。当たり前のことです
が、人のからだはのりでくっつけたから出来上が
るものではない。心臓、肺、胃や腸や肝臓や腎
臓、その他いろいろな器官がきちんと調和して協
力しながら動いています。からだはそのようにでき
ている。一つ一つの器官が全部むすびついていて、
無駄なものはひとつもない。教会も同じだという
のです。人が集まれば教会が自動的にできるのでは
ない。大切なのは、集められたひとり一人が組み
合わされ、つなぎ合わされていく。そうやってキリ
ストのからだがつくられていく。 
　ですから、キリストのからだはどこにあるので
すかと問われたら、こう答えることになる。「そ
れは皆さんの交わりの中にあります。」イエスも言
われました。マタイ18章20節。「二人か三人がわ
たしの名において集まっているところには、わたし
もその中にいるのです。」 
　心の目を開くためにはどうしたらよいか。なに
か難しいことを考える必要はない。教会の交わり
を見てください。そこにキリストがおられます。私
たちが受け継ぐ御国がどんなにすばらしいか、
もっと知りたい。教会の中に御国のが始まってい
ます。教会を見ればよい。御国が見えるならば、だ
れに言われなくても、ここに望みがあるとわかる
ようになる。どこか外を探す必要はないのです。全
部、キリストが教会に与えてくださっている。だか
ら「満ちている」と言われる。もちろん、教会が
キリストのからだと言っても完全ではありませ
ん。ただいま建築中です。みなさんと一緒に「どん
なすばらしい家になっていくのか」と楽しみにして
います。望みがあるから楽しみにできる。気がつけ
ばキリストがこのように私たちのうちに働いてお
られました。この方をかしらとして、また歩んでま
いります。 


